
北海道厚真町（あつまちょう） 森林再生プロジェクト

・森林の再生には長い年月とと
もに、多額の費用が必要

・平成30年北海道胆振東
部地震により、町内では、
3,200ha（32㎢）を超
える森林が崩壊

・豊かな森林資源の回復

・森林被害の全容把握するための調査
・森林再生に向けたゾーニングの実施
（植栽を行うエリア、自然回復に委ねるエリア など）
・植栽の実証試験（林野庁、北海道庁との共同）

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

・作業道の整備 ・被災木の搬出
・植栽の実施 ・定期的な間伐等事業

内容

平成28年9月撮影（発災前） 平成30年9月撮影（発災後）

令和9年度（発災後10年）までを集中取組期間
とし、集中的に取り組む。 （出典：令和2年度林業白書を一部加工）



得られる
成果等

企業様にご協力をお願いしたいこと

成果・目標

★ポイント★

企業様のメリット

北海道厚真町（あつまちょう） 森林再生プロジェクト

寄附を
する
メリット
等

連絡先

企業との連携イメージ

・ゾーニングの結果、人の手により、森林再生を行うとされたエリアについて、植栽等を行い、
森林資源の回復を図る。

・自治体と連携したＣＳＲ・ＣＶＳ活動の実現
・ＳＤＧｓ、環境保全貢献企業としてのＰＲ
（カーボンニュートラルに積極的に取り組む企業
として、ＰＲが可能。）

〇植樹活動へのご参加

厚真町役場 まちづくり推進課

・企業版ふるさと納税による資金面の支援
（100万円の寄附でおよそ0.35haの森林再生が進むととも
に、およそ0.8ｔ/年の二酸化炭素の吸収につながります。）

〇町有林等の一部を社
有林として長期で保有・
管理

Tel：0145-27-3179

Mail：hukkou@town.atsuma.lg.jp

・企業様の持つノウハウ、ネットワークによる支援
（開発中の技術等の試験場所としてもご活用ください。）

・森林再生は、大雨時に川下地域へ崩壊地の土砂が流出することを防ぐ効果があり、
下流域の災害対策や漁業の観点からも重要。

⇒企業様のカーボン
ニュートラルの取り組みと
してＰＲが可能


